「根の研究」第１０巻第４号より転載

Machintosh版Word2000で作成のため、他のバージョンでは、
一部が文字化けすることがあります。

根研究会１０年史年表

１９９１年

　１１月
根研究会発足準備会の開催

１９９２年

　　１月
根研究会(Japanese Society of Root Research)の発足

　　３月
｢根の研究｣(Root research)第１巻１号の発行（題字：羽場桂子）

　　５月
第１回根研究集会の開催（東京大学農学部）

　　６月
｢根の研究｣第１巻２号の発行

　　９月
「根の研究｣第１巻３号の発行

　１１月
第２回根研究集会の開催（名古屋大学農学部）

　１２月
｢根の研究｣第１巻４号の発行

１９９３年

　　１月
会費の値上げ（１０００円→２０００円）

　　３月
根の研究｣第２巻１号の発行


「根の研究｣印刷・製本の外注開始


｢根の研究｣ＩＳＳＮ番号（０９１９−２１８２）の取得

　　５月
第３回根研究集会の開催（つくば中央図書館）

　　６月
｢根の研究｣第２巻２号の発行

　　７月
「農業および園芸」に｢植物の根関する諸問題｣の連載開始

　　８月
農業共済新聞に｢作物の根ってな〜に｣の連載開始

　　９月
第１回ＪＳＲＲワ−クショップの開催（横浜国際平和会議場）


第１回ＪＳＲＲシンポジウムの開催（学士会分館）

　１０月
｢根の研究｣第２巻３号の発行

　１２月
｢根の研究｣第２巻４号の発行


Plant and Soil 特別号に第１回ＪＳＲＲシンポジウム関係の論文が掲載される

１９９４年

　　１月
会長・評議員の設置


農業共済新聞の連載完了

　　３月
｢根の研究｣第３巻１号の発行


根研究会英名の変更(Japanese Society for Root Research)

　　５月
第２回ＪＳＲＲシンポジウムの開催（唐津市近代図書館）


｢植物根系の理想型を考える その１−問題点と今後の研究方向を探る｣

　　６月
｢根の研究｣第３巻２号の発行

　　９月
｢根の研究｣第３巻３号の発行

　１１月
森田茂紀・阿部　淳編「根ハンドブック」(根研究会)の刊行


第４回根研究集会の開催（東京大学農学部）

　１２月
｢根の研究｣第３巻４号の発行

１９９５年

　　３月
｢根の研究｣第４巻１号の発行

　　６月
｢根の研究｣第４巻２号の発行


ＪＳＲＲ Ｎetwork の利用開始


｢根の事典｣の編集開始

　　８月
第３回ＪＳＲＲシンポジウム開催（福井県立大学）


｢植物根系の理想型を考える その２−イネの理想型根系｣


ファイテクセミナ−の共催

　　９月
｢根の研究｣第４巻３号の発行

　１１月
第５回根研究集会の開催（鳥取大学乾燥地研究センタ−）

　１２月
｢根の研究｣第４巻４号の発行


根研究会会則を制定・根研究会賞の設置


根研究会ホ−ムペ−ジの試験的運用の開始

１９９６年

　　１月
副会長を設置

　　５月
｢根の研究｣第５巻１号の発行

　　７月
山内　章編「植物根系の理想型」(博友社)の刊行

　　８月
根研究会ホ−ムペ−ジの本格的運用の開始


｢根の研究｣第５巻２号の発行

　　９月
｢根の研究｣第５巻３号の発行

　１０月
第６回根研究集会の開催（名古屋大学農学部）


第１回根研究会授賞式・授賞記念講演の実施

　１２月
｢根の研究｣第５巻４号の発行

１９９７年

　　３月
「根の研究」第６巻１号の発行

　４月
第１０回作物根コロキウム「作物根系の構築構造の捉え方」（茨城大学農学部）

第２０３回日本作物学会講演会中

　　５月
第７回根研究集会（大阪府立大学学術交流会館）


第１１回ファイトテクノロジー研究交流会と合同開催

　　６月
「根の研究」第６巻３号の発行


１９９８—１９９９年度会長選挙

　　８月
根の解剖学と生理学に関するワークショップ（名古屋大学農学部）

　　９月
第４回JSRRシンポジウム「Root system management that leads to maximize rice yield」（東京大学山上会館）


「根の研究」第６巻３号の発行

１０月
第１１回作物根コロキウム「稲の根の伸長と形態の遺伝的制御を目指して」


（高知大学農学部）第２０４回日本作物学会講演会中

　１１月
第８回根研究集会（石川県職員会館，実行委員：鯨幸夫）


第２回根研究会授賞式・授賞記念講演

　１２月
「根の研究」第６巻４号の発行

１９９８年

　　１月
事務局移転（名古屋大学農学部）


会費値上げ（２０００円→３０００円）

　　３月
「根の研究」第７巻１号の発行


これまでのB5版からA4版に変更

　　４月
ワークショップ「植物の根の組織構造から見た水の移送経路」


（農林水産会議事務局筑波事務所）第２０５回日本作物学会講演会中

　　６月
第９回根研究集会（愛知県東栄町森林体験交流センター，実行委員：巽二郎，


山内章，矢野勝也）


「根の研究」第７巻２号の発行

　　９月
「根の研究」第７巻３号の発行


第６回国際根研究学会シンポジウム組織委員会発足

　１０月
第４０回土壌物理研究会シンポジウム「根と土壌」共催（東京大学農学部）


第１０回根研究集会（東京大学農学部，実行委員：森田茂紀・阿部淳・岡本三輪）


第３回根研究会授賞式・授賞記念講演


「根の研究の最前線１」を刊行

　１１月
根の事典編集委員会編「根の事典」（朝倉書店）の刊行

　１２月
「根の研究」第７巻４号の発行

１９９９年

　　３月
「根の研究」第８巻１号の発行


表紙の色を黄から白に，また紙質も光沢のあるものに変更

　　５月
第１１回根研究集会（つくば文化会館アルス中央図書館内アルスホール，


実行委員：大野智史）

第５回JSRRシンポジウム　「根の事典」出版・「つくば作物根セミナー」１００回合同記念シンポジウム（つくば文化会館アルス中央図書館内アルスホール）

　　６月
「根の研究」第８巻２号の発行


「根の研究の最前線２」を刊行


２０００—２００１年度会長選挙

　　９月
「根の研究」第８巻３号の発行


「根の研究」への電子投稿の試験的運用開始

１０月
第１２回作物根コロキウム「緑肥作物の根」（富山国際会議場）第２０８回日本


作物学会講演会中

　１１月
第１２回根研究集会（滋賀県立大学環境科学部，実行委員：長谷川博，泉泰弘）


第４回根研究会授賞式・授賞記念講演


根の環境応答に関するワークショップ（野菜・茶業試験場（金谷），実行委員：


本間知夫）

　１２月
「根の研究」第８巻４号の発行


根研究会が第１８期学術会議登録団体として承認される

２０００年

　　１月
「根の研究」編集委員会を新設，論文審査要領を明文化

　　２月
「根の研究」が郵政省より学術刊行物の指定を受ける

　　３月
「根の研究」第９巻１号の発行


記事を２段組にし，レイアウトを全面的に改定。電子投稿を本格的に運用開始。

　　４月
ミニシンポジウム「根系機能の評価法について考える」（東京大学大学院農学生命科学研究科，オーガナイザー：森田茂紀」第２０９回日本作物学会講演会中

第１３回作物根コロキウム「イネ栽培と土壌環境ストレス—国際イネ研究所の取り組み」第２０９回日本作物学会講演会中

　　６月
第１３回根研究集会（野菜・茶業試験場（金谷），実行委員：松尾喜義・本間知夫）


「根の研究」第９巻２号の発行

　　８月
ワークショップ「植物の根から食料生産・環境形成を考える」（東京大学大学院農学生命科学研究科，オーガナイザー：森田茂紀）

　　９月

座談会「２１世紀の根研究」（東京大学大学院農学生命科学研究科，



オーガナイザー：森田茂紀）


「根の研究」第９巻３号の発行

１０月
第１４回作物根コロキウム「茶樹根系—茶の持続的生産を目指してその制御を


考える—」（宮崎シーガイア「サミット」）第２１０回作物学会講演会中

１１月
第６回ＪＳＲＲシンポジウム「根の形態形成，成長制御，物質吸収機能の研究


最前線」（名古屋国際会議場，オーガナイザー：谷本英一）


第１４回根研究集会（名古屋国際会議場，実行委員：矢野勝也）


第５回根研究会授賞式・授賞記念講演


森田茂紀著「根の発育学」（東京大学出版会）刊行

　１２月
「根の研究」第９巻４号の発行

２００１年

　　３月
「根の研究」第１０巻１号の刊行


カラーページを初めて掲載


「根の研究の最前線３」を刊行


ミニシンポジウム「根圏生物と環境保全型作物生産—生産を制御する菌根菌・


根粒菌・線虫」（東京農工大学農学部，オーガナイザー：大門弘幸・矢野勝也）


第２１１回日本作物学会講演会中

　　６月
第１５回根研究集会（独立行政法人　農業技術研究機構　野菜茶研究所　


武豊野菜研究拠点，実行委員：中野明正・中野有加）


「根の研究」第１０巻２号の発行


２００２—２００３年度会長選挙
　　９月
「根の研究」第１０巻３号の発行

１１月
第６回国際根研究学会シンポジウム（名古屋国際会議場，組織委員会委員長：


森田茂紀）

　１２月
「根の研究」第１０巻４号の発行

根研究会賞
１９９６年
根研究会学術功労賞

　高橋秀幸氏（東北大学遺伝生態研究センタ−）

「根の水分屈性に関する研究」

１９９７年
学術功労賞

　巽　二郎氏（名古屋大学農学部）

「根系構造のフラクタル解析」

学術奨励賞

　梁　正偉氏（農林水産省北陸農業試験場　科学技術特別研究員）

「イネ短根突然変異体の作出と発育形態学的・遺伝学的解析」

学術奨励賞

　赤坂庸子氏（千葉大学大学院自然科学研究科）

「イネ短根突然変異体の作出と発育形態学的・遺伝学的解析」

学術特別賞

　国際半乾燥熱帯作物研究所日本政府特別プロジェクト第２次研究グループ

　（伊藤　治・松永亮一・飛田　哲・片山勝之・J.J. Adu-Gyamfi）

「国際半乾燥熱帯作物研究所における作物根系と窒素の動態に関する研究プロジェクトの実施、国際研究集会の開催、ならびに学術専門書の刊行」

１９９８年

学術功労賞

　谷本英一氏（名古屋市立大学自然科学研究教育センター）

「根の生長におけるジベレリンと細胞壁の役割に関する研究」

学術奨励賞

　下田代智英氏（鳥取大学乾燥地研究センター）

「AE法を利用した土壌中における植物根の生育の非破壊的計測システムの開発とその応用」

学術奨励賞

　南　基泰氏（国立医薬品食品衛生研究所　筑波薬用植物栽培試験場）

「薬用植物ミシマサイコの根系発育と薬効成分サイコサポニン類の消長」

学術特別賞

　小島通雅氏（サヘルの会）・大沼洋康氏（国際耕種株式会社）・坂場光男氏（株式会社エコプラン）


「根をデザインする-乾燥地における新しい植樹法の開発-」

１９９９年

学術功労賞

　山下正隆氏（農林水産省九州農業試験場畑地利用部）

「茶樹の根群に関する栽培学的研究」

学術功労賞

　今市涼子氏（日本女子大学理学部）

「シダ植物小葉類の担根体，マツバランの地下茎の器官進化に関する研究」

学術奨励賞

　大橋瑞江氏（九州大学農学部）

「森林における土壌呼吸の変動要因に関する研究」

学術奨励賞

　泉　泰弘氏（滋賀県立大学環境科学部）

「水稲根系の表現型変異に関する研究」

学術特別賞

　小柳敦史氏（農林水産省農業研究センター）

「根の深さ指数」による根系の定量化」

２０００年

学術奨励賞

　唐原一郎氏（富山大学理学部）

「カスパリー線の形態・発達に関する研究」

学術奨励賞

　大橋善之氏（京都府農業総合研究所）

「水稲の出液速度からみた収量および品質の解析」

学術奨励賞

　辻　博之氏（北海道農業試験場）

「火山灰土壌での不耕起栽培における畑作物の生育特性と根系分布」

学術特別賞

　西浦芳史氏（大阪府立大学大学院農学生命科学研究科）

「接ぎ木方法と根の発達に関する研究」

学術特別賞

　苅住　昇氏（東邦レオ株式会社）

「樹木根系研究に基づく樹勢回復事業への実践活動」

２００１年

学術功労賞

　松尾喜義氏（独立行政法人農業技術研究機構野菜茶業研究所）

「根系の形態と機能に基づくチャの耐干性機構の解明」

学術奨励賞

　池田　亮氏（北海道大学大学院理学研究科）

「根の形態形成と窒素の取り込みに関する分子生物学的研究」

学術奨励賞

　犬飼義明氏（佐賀大学海浜台地生物生産研究センター）

「突然変異体を利用したイネの根系形成機構の研究」

学術奨励賞

　作田千代子氏（株式会社植物工学研究所）

「キュウリ根の産生する導管液タンパク質に関する研究」

学術特別賞

　木村和彦氏（東北大学大学院農学研究科）

「パーソナルコンピューターを利用した画像解析による根量把握」

役員と事務局

《１９９２−１９９３年度》

〈編集委員〉阿部淳（幹事兼任），小柳敦史，加藤潔（1992年12月−），竹中眞（1992年９月−），中元朋実，波多野隆介（1992年12月−），森田茂紀（代表：1992年12月−），山内章

〈事務局〉(東京大学農学部内)：阿部淳，根本圭介（−1992年８月），森田茂紀（代表：1992年年９月−）

《１９９４−１９９５年度》

〈会長〉森田茂紀

〈運営委員〉荒尾知人，大崎満，加藤潔，鯨幸夫，高橋秀幸，巽二郎，谷本英一，原田二郎，平沢正，松浦朝奈，山内章，山下研介

〈監査〉小柳敦史

〈事務局〉(東京大学大学院農学生命科学研究科内)：阿部淳（代表），森田茂紀

《１９９６−１９９７年度》

〈会長〉森田茂紀

〈副会長〉山内章

〈評議員〉阿部淳，大門弘幸，平沢正，岩間和人，飯島盛雄，唐原一郎，川島長治，小葉田亨，鯨幸夫，松浦朝奈，南基泰，新田洋司，小柳敦史，城田徹央，高橋秀幸，谷本英一，巽二郎，俵谷圭太郎，山下研介，山下正隆

〈事務局〉(東京大学大学院農学生命科学研究科内)：阿部 淳（代表兼任），森田茂紀

《１９９８−１９９９年度》

〈会長〉山内　章

〈副会長〉大門弘幸

〈評議員〉阿部　淳，有馬　進，原田　二郎，波多野隆介，平野　繁，平沢　正，一井眞比古，岩間和人，飯嶋盛雄，唐原一郎，川島長治，小葉田亨，鯨　幸夫，松尾喜義，松浦朝奈，南　基泰，森田茂紀，中谷　誠，新田洋司，大江真道，高橋秀幸，谷本英一，巽　二郎，俵谷　圭太郎，辻　博之，山下正隆，矢野勝也
〈事務局〉(名古屋大学農学部内)：矢野勝也（代表）

《２０００−２００１年度》

〈会長〉山内　章

〈副会長〉大門弘幸

〈評議員〉阿部　淳，平野　繁，本間知夫，一井眞比古，伊藤　治，岩間和人，飯嶋盛雄，唐原一郎，小葉田亨，鯨　幸夫，森田茂紀，中野明正，中谷　誠，大江真道，大橋瑞江，小柳敦史，谷本英一，巽　二郎，辻　博之，山口淳二，山下正隆

〈事務局〉(名古屋大学農学部内)：矢野勝也（代表）

〈編集委員長〉大門弘幸

〈編集委員〉平沢　正，本間知夫，今市涼子，伊藤　治，北野英巳，新田洋司，小柳敦史，高橋秀幸，俵谷　圭太郎，山口淳二

根研究集会

《第１回根研究集会》

１９９２年５月１６日（土）

場　　所：東京大学農学部

運営委員：阿部　淳，小柳敦史，姜始龍，中元朋実，森田茂紀（委員長）

参加者数：約３０名

一般講演：

１．竹中　眞「有機物による根発達促進効果と生理活性物質」

２．大門弘幸・三位正洋「Agrobacterium rhizogenes によって誘導した毛状根からの植物体の再生とその利用」

３．平沢　正「水の通導抵抗による作物の吸収能力の推定」

４．谷口真吾・小松輝弘「微生物担持不織布ポットで養成した緑化樹の根の径級別重量」

５．山下研介「温州ミカンの地下部の生長制御が樹体の生長と発育に及ぼす影響」

６．中元朋実「イネ科植物の根の異形的発達」

７．小柳敦史「日本のコムギ品種の特殊性」

８．黄 育民「Studies on the root growth direction of F1 hybrid rice」

９．森田茂紀「多収穫水稲の根系」

10．澁澤　栄「トウモロコシ根系パタ−ンのモデリング」

《第２回根研究集会》

１９９２年１１月１４日（土）

場　　所：名古屋大学農学部

運営委員：飯嶋盛雄，泉　泰弘，山内章（委員長）

参加者数：約３０名

一般講演：

１．上田英二「弱酸の短時間処理によってひきおこされるアカウキクサの根の脱離と細胞遊離の現象について」

２．河合義隆・一井隆夫・植村弘之「クリの外生菌根の形態と養分吸収に及ぼす影響」

３．Ｌipiec,Ｔ.,Ishioka,Ｔ.and Ｈatano Ｒ. ｢Ｍaize root  response to physical properties of different soil horizons」

４．中元朋実「Ａ model of the spatial distribution of maize roots」

５．波多野隆介・高橋千穂「各種土壌における秋播小麦の根の分布」

６．加藤友康・山内　章・河野恭廣「陸稲と水稲の根系構造の差異」

７．加藤友康・山内　章・河野恭廣「イネ主要根系形質の遺伝率の推定」

８．森田茂紀「分枝根の形成に係る諸問題」

９．阿部　淳「水稲根の量的・形態的形質と出液速度との関係」

10．木村眞人・渡辺　彰・加藤佳代「生育に伴う水稲根面の酸化還元状態の変化」

11．吉田直世・河野恭廣「異なる土壌水分に対するイネの発芽・出芽反応の品種間比較」

12．巽　二郎「根の生長と養分吸収」

《第３回根研究集会》

１９９６年５月１５日（土）

場　　所：つくば市アルスホ−ル

運営委員：小柳敦史，島田信二，竹中　眞，辻　博之，寺島一男，中谷　誠，長谷川周一（委員長）松永亮一，三浦重典，湯畑(大浦)典子

参加者数：約１００名

一般講演：

１．村上敏文・米山忠克・亀川健一・関矢信一郎「画像解析装置を用いたイネ根長の測定」

２．阿部　淳「作物の根系調査法−根量・分布の評価法を中心に−」

３．水落勁美・阿部勝繁「コムギ・ライムギおよびライコムギの分けつ初期における根活動の比較」

４．森田茂紀「イネの根の生育（１）１本の根の一生」

５．城田徹央「スギ幼齢木の根系への乾物分配」

６．澁澤　栄・国立卓生「土壌密度と根密度分布の関係」

７．南基泰・秦和弘・長谷川千晃・定岡麻衣子・大江千里・芦田馨・杉野守「乾燥ストレスがミシマサイコ（Bupleurum falcatum Ｌ.）の根部収量とSaikosaponin含量に及ぼす影響について」

８．谷本英一「ジベレリンとアンシミド−ルによる根の伸長制御と細胞壁」

９．金澤健二・西澤直子・茅野充男・森　敏「ムギネ酸に関する研究」

10．大門弘幸・中川雅夫「ラッカセイにおける根毛の発生」

11．小沢　聖「Split Root法と茎流センサ−を利用した根の吸水機能の解析」

12．上埜喜八「イネ種子根の内部形態の品種間差異」

13．一井眞比古・石川道夫「イネ短根突然変異体の選抜とその特性」

記念講演：

１．寺林　進「薬用植物の根」

２．山下研介「果樹の根」

３．山内　章「イネ科作物の根」

《第４回根研究集会》

１９９４年１１月５日（土）

場　　所：東京大学農学部

運営委員：阿部　淳（委員長），土肥哲哉，福嶋　陽，森田茂紀

協　　賛：グンゼ産業株式会社，トスコ株式会社

参加者数：約４０名

一般講演：

１．辻　博之「不耕起畑における大豆の根系分布」

２．久米隆志・竹中眞「堆肥混合土壌における根伸長促進活性の消長」

３．西浦芳史・穂波信雄・平　知明・下原口高志「果菜類における接ぎ木法と根の発達」

４．谷口真吾「トチノキの子葉除去が地上部の成長と根の発達に及ぼす影響」

５．城田徹央・玉泉幸一郎・斎藤　明「スギ，ヒノキ当年生実生苗の根系分岐形態に及ぼす施肥および灌水の影響」

６．上埜喜八「根の通気組織形成量の測り方」

７．上田英二「水生シダ，アカウキクサの根のアブシジョンについて」

８．高野 守・高橋秀幸・菅 洋「根の水分屈性におけるカルシウムの役割」

９．大門弘幸・堀　賢治・中川雅夫「硝酸イオンによるラッカセイの根粒着生阻害」

特別講演：

１．森田茂紀「植物の根の特徴と役割」

２．土肥哲哉「植物の根と酸性雨」

《第５回根研究集会》

１９９５年１１月２６日（土）

場　　所：鳥取大学乾燥地研究センタ−

運営委員：稲永　忍（委員長），下田代智英，松浦朝奈

参加者数：約３０名

一般講演：

１．城田徹央・玉泉幸一郎・斎藤　明「タブノキ１年生実生の萌芽形成過程における根の伸長成長の変化」

２．阿部　淳・森田茂紀「根系を構成する異なる種類の根の補償的生長−ストレス反応性と根の形態との関係−」

３．佐々木昌生・松本英明「アルミニウム(Al)によるコムギ根の伸長阻害機構の解析」

４．谷本英一・山本良一「根の細胞壁の力学的性質とジベレリン誘導成長」

５．竹中　眞「堆肥中の根伸長促進物質の精製」

６．馬　建鋒・野本亨資「イネ科植物の根における鉄獲得物質ムギネ酸の生合成経路」

７．大橋瑞江・玉泉幸一郎・斎藤　明「土壌の乾燥土壌呼吸に及ぼす影響」

特別講演：

１．Ａlexander Ｌux「Ｒadicle and root structure of the desert succulent Ｅchinocactus platycanthus (Ｃactaceae)」

２．Ｂabier,Ａ.Ｇ.Ｔ.「Ｔhe root parasitic weed Striga hermonthica: Ａn important biological constraint of food production in Sub-Saharan Africa」

《第６回根研究集会》

１９９６年１０月２６日（土）

場　　所：名古屋大学農学部

運営委員：飯島盛雄，泉　泰弘，矢野勝也，山内　章（委員長）

参加者数：約７０名

一般講演：

１．飯島盛雄「植物根の命名法統一に関する国際的動向」

２．小柳敦史「「根の深さ指数」の計算方法とその利用法」

３．谷本英一・山本良一「根細胞壁の伸長性計測法−クリ−プ法による粘弾性解析−」

４．一井眞比古・梁正偉「イネ種子根のらせん伸長性と環境応答」

５．赤坂庸子・大門弘幸・上田英二「ラッカセイの毛状根における分枝根発生と根粒の形成」

６．中野明正「ノンストレス肥料が根の分布および形態に与える影響」

７．関本　均「画像解析による植物根圏のｐＨの観察−根圏の養分動態のマクロな評価はできないか−」

８．大谷　卓「リン酸吸収における根長の意義−リン酸肥沃度・土壌容積・栽植密度と根長の関係」

９．俵谷圭太郎「Arbuscular菌根菌接種効果のネギ品種間差」

10．泉　泰弘「水稲種子根系のア−キテクチャ−における近縁品種間差異の定量的解析」

11．城田徹央「スギ・ヒノキ実生苗根系のトポロジ−解析：特にパイプモデルとの関係から」

12．峯苫栄子「海岸クロマツ林内に生育するアカメガシワの根萌芽の分布」

13．山下研介「ウンシュウミカンの地上部，地下部の相互作用に関する二，三の知見」

14．大橋瑞江・玉泉幸一郎・斎藤　明「植栽鉢から放出される二酸化炭素に占める土壌微生物と根の呼吸速度の割合」

15．森田茂紀・萩沢芳和・阿部淳「稲株の周長と茎数を利用したファイトマ−の大きさの推定」

16．Ｍark Ｌieffering「Ｒelationships between root restriction plant growth and cool temperature induced male sterility in rice」

特別講演：

１．Ｌen Ｗade「Ｕnderstanding the root growth and functions under the anaerobic-aerobic transition of the rainfed lowland」

２．Ｊin Ｃhul Ｓhin「Descriptive model for the root distribution of lowland rice｣

３．Ｃraig Ｂeyrouty「Ｒelationship between rice root growth and nutrient uptake」

《第７回根研究集会》
根研究会・ファイテク研究会合同研究集会

１９９７年５月１７日（土），１８日（日）

場　　所：大阪府立大学学術交流会館　

運営委員：大門弘幸・大江真道・原田二郎

参加者数：約１００名

一般講演：

１．森田茂紀・阿部　淳「水稲乳苗移植栽培の本田における根系形成」

２．阿部　淳「水稲の不耕起栽培が根系の分布に及ぼす影響を再検討する」

３．大角雅晴「画像処理による水稲の葉色測定に関する研究」

４．広瀬安政・堀尾尚志・小林伸哉「湛水直播のラジコンヘリ作業に関する工学・作物学的研究」

５．岡田邦彦「連続した葉緑素蛍光画像による葉緑素蛍光比の画像表示」

６．保尊隆享・神阪盛一郎・増田芳雄・山下雅道「トウモロコシ根の自発的屈曲と重力屈性」

７．谷本英一・山本良一・山口淳二・松倉千昭「生長ホルモンによる根の細胞壁の伸展性変化」

８．上田英二・赤坂庸子・大門弘幸「ピーナッツ根の表皮剥離について　-根粒菌感染とのかかわり-」

９．Lux A.* and Luxova M.「Root endodermis from cytological viewpoint」

１０．Dimisio M. Bañoc・平田敦子・山内　章「根系を構成する根の間の機能の役割分担」

１１．村瀬治比古「籾の種子根伸長速度の実時間計測」

１２．堀金　彰・石川哲也・丸山幸夫・坂井　真「顕微磁気共鳴画像法による作物種子根の成長過程の非破壊解析」

１３．一井真比古・梁正偉「イネ短根突然変異体srt-4の特性」

１４．馬　建鋒*・鄭　紹建・松本英明「アルミニウムストレスに対する耐性植物の根の応答反応」

１５．佐光佳弘・飯島盛雄「トウモロコシ根における粘液分泌の日周変動」

１６．仁木輝緒「エンドウ根中心柱に形成される空隙（cavity）の形成要因」

１７．Kalyani W. Ketipearachchi*, Koichiro Takagai, and Jiro Tatsumi 「Dynamics of root system architecture of legume species in relation to seedling age」

１８．近藤　直「キクの挿し穂作業の自動化」

１９．近藤　直「硝酸態窒素の分布と精密ほ場管理について」

２０．礼埜高志「確立Ｌシステムを用いたシュッコンカスミソウ花序の発達モデル」

ポスター発表：

1. 中嶋　洋「根を有限要素法のメガネで見ると...！？」

2. 田村賢仁「ＡＥによる根圏生長の非破壊非接触計測の可能性」

3. 岡山　毅「接ぎ木用苗生産システムの開発　-土の団粒化と植物成長について-」

4. 西浦芳史「接ぎ木苗の活着過程における水分動態について」

5. 吉永　優・中谷　誠*・山崎昭夫・山川　理「サツマイモ直播栽培を核とした南九州の自給飼料周年生産システムの開発」

6. 辻　博之「不耕起・マルチの有無が作物の根に及ぼす影響」

7. 矢野勝也「根圏におけるフォスファターゼ活性の分布」

8. 中野明正・上原洋一「非イオン性吸水ポリマーを用いた根箱の特性」

9. 小川敦史・山内　章「根系における浸透圧調節機能」

10. 糟谷信彦「スギ細根の成長とターンオーバーに与える立地の影響」

11. 松尾喜義「茶樹木化根の形態的特性について　第１報　品種’やぶきた’における根株の形態，木化根数と太枝本数との関係」

12. 木村和彦*・菊池晴志・山崎慎一「画像解析による根の長さ・直径等の迅速測定について」

13. 巽　二郎・田中真幸「ダイズ根系におけるフラクタル次元の分布特性」

14. 小柳敦史「ダイズの直根の伸長角度が土壌の開拓体積に及ぼす影響」

15. 原田二郎・佐藤丘実・有馬　進「ダイズ根系における分枝根の発育習性に関する研究　第１報　１次および２次分枝根の形態」

《第８回根研究集会》

１９９７年１１月２２日（土）

場所：石川県職員会館 

実行委員：鯨　幸夫（代表），井村光夫，遠藤直生

参加者：４１名

一般講演：

１．一井眞比古・赤 再 杉「側根の分化及び重力屈性に関与するイネの2,4-Ｄ耐性遺伝子Lrt-1」

２．高野守・藤井伸治・東谷篤志・平沢正・西谷和彦・高橋秀幸「根の水分屈性発現時に変動する細胞壁酵素遺伝子」

３．森田茂紀・李義珍・揚恵木「中国福建省における水稲の畝立栽培」

４．坂本有加・渡辺伸一・岡野邦夫　「O2アップテスターによる養液栽培トマトの根系機能の評価」

５．小島桂子・矢野勝也「根圏ホスファターゼ活性に及ぼす植物リン栄養の影響」

６．松下直史・飯嶋盛雄　「イネ種子根における伸長生長の内性メカニズム」

７．中野明正・山内章　「吸水性樹脂を用いて水ポテンシャルを制御した根箱における根の生育特性」

ポスター発表：

１．原良充・小柳敦史・長野間宏・藤間達人「直播水稲の乾田期間が根系に及ぼす影響」

２．荒木英樹・飯嶋盛雄「小麦根系における深根の発生節位」

３．小川敦史・山内章「浸透圧ストレスに対するトウモロコシ種子根の伸長，水分生理，溶質の蓄積の経時的変化」

４．犬飼義明・山内章・北野秀己「イネ突然変異体BRX180の短根性の発現機作

５．高橋理・橋本良二「冷温帯の低山二次林の細根分布構造」

６．本間知夫「チャ白色細根の機能障害と生体電位との関係」

７．松尾善義「茶樹木化根の形態的特性について　第2報　品種・系統間差異について」

《第９回根研究集会》

１９９８年６月６日（土）

場所：愛知県東栄町森林体験交流センター

実行委員：巽二郎，山内章，矢野勝也

参加者：約４０名

口頭発表：

１．中野明正・山内章・上原洋一「無硫酸根緩効性肥料がトマトの根系構造および果実収量・品質に与える影響について」

２．谷本英一*・山本良一・馬　建鋒・黎　曉峰・松本英明「根の細胞壁粘弾性に与える酸性ｐＨとアルミニウムの影響」

３．河合義隆「ブドウさし木の発根の機構について」

４．大門弘幸「クロタラリアの根粒菌感染経路」

５．森田茂紀「農家水田で栽培した水稲の生育に伴う出液速度の推移」

６．岡本美輪*・巽　二郎・小林伸哉「作物の根系分布のダイナミクスに関する研究　３．栽培条件を異にする水稲根のフラクタル特性」

特別講演：

１．岡本　尚*・正木伸之「樹木根系導管電位（ＴＲＰ）長期連続測定系の開発」

２．正木伸之「マツ材線虫の被害による白根の変化と根系仮導管（Root potential）との関係」

３．本間知夫・松尾喜義・阿南豊正・斉藤美佳子・松岡英明「茶樹根系活性測定の電気生理学的アプローチ」

ポスター発表：

１．松尾喜義「茶樹木化根の形態的特性について　第３報　根株形態における品種間差異」

２．森田茂紀・阿部　淳・A. Lux「走査型電子顕微鏡によるイネの根の内部構造の機能形態学的解析　− 内皮細胞壁の肥厚とケイ素の蓄積 −」

３．坂本有加・岡野邦夫・渡邉慎一「異なる養液栽培システムにおけるトマトの根系形成」

４．大橋善之・静川幸明・岡井仁志「丹波黒大豆の根系をさぐる」

５．辻　博之「不耕起栽培における根の制限が作物の初期生育に及ぼす影響」

６．濱田千裕「不耕起直播を基幹とした合理的輪作営農技術の展開」

７．犬飼義明・山内　章・佐藤　光・長戸康郎・北野英己「イネの種子根および節根の形成に関わる突然変異体の特徴解析」

８．石川隆之・松本成夫・川島知之「熱帯作物の乾燥ストレスと根の分布について　−東北タイの乾季における場合−」

《第１０回根研究集会》

１９９８年１０月３日

場所：東京大学農学部

実行委員：森田茂紀・阿部淳・岡本三輪

参加人数：約５０名

口頭発表

１．大橋瑞江「スギ林内の人工小ギャップから推定される根の呼吸速度」

２．坂本有加「培養液の攪拌速度がトマト根の呼吸及びイオン吸収に与える影響」

３．中野明正「無硫酸根緩効性肥料がトマトの吸水に与える影響」

４．吉岡真理「ラッカセイ生育初期の窒素固定活性に及ぼす硝酸態窒素の影響」

５．高野　守「エンドウ根の水分屈性時における偏差生長制御」

６．平岡潔志「根画像解析ソフトWinRHIZOの測定特性」

ポスター発表：

１．土肥哲哉「植物根による水質浄化システムの開発」

２．本間知夫「根の状態を生体電位計測で測る−枯れ木の場合」

３．松尾喜義「茶樹の根群域の深さと一番茶生産力との関係」

４．小川敦史「トウモロコシ種子根における浸透圧調節に関わる溶質組成の経時変化」

５．田中佐知子「根域内の異なる窒素形態および存在位置に対するトウモロコシ根系の発育反応」

６．阿部　淳　「陸稲根系の発達様式」

《第１１回根研究集会》

１９９９年５月２２日（土） 

場所：つくば文化会館アルス中央図書館内　アルスホール

実行委員：大野智史

参加者：約７０名

口頭発表：

１．作田千代子「キュウリ根導管液タンパク質の合成と局在」

２．飯嶋盛雄・Bryan Griffiths・A. Glyn Bengough「圧縮土壌への根冠細胞の脱落と炭素の放出の定量化」 

３．谷本英一・松尾喜義・本間知夫・Alexander Lux「茶・白色根の根端部組織構造と細胞壁の粘弾性（１）細胞壁の酸性pHへの応答」

４．中野明正「施肥がトマトの吸水に与える影響ー重水を用いた検討」

５．辻　博之「陸稲の不耕起栽培が干害回避に有効となる条件について考える」

６．森田茂紀・阿部　淳「農家水田で栽培した水稲の出穂後の出液速度と登熟との関係」 

７．鯨　幸夫・佐藤　匠・山田優也・高橋利征「条抜き有機栽培がコシヒカリの根系生育，収量におよぼす影響」

８．大橋善之「水稲の登熟期間における出液速度の品種間差異ー酒造好適米とうるち米の比較

９．山下正隆「塊根小切片から育成したカンショ苗の生育と収量性」

ポスター発表：

１．加藤千尋「カボチャ根導管液に存在する高分子量緑化制御物質に関する研究」

２．大門弘幸・琴浦　聡「C. spectabilisのすき込みによる後作コムギの根の生長抑制」

３．松尾喜義「チャとサザンカ，ツバキにおける塩類耐性の種間差異について（予報）」

４．本間知夫「茶樹根の電位と呼吸活性との関係」

５．呉　炎「コンテナ栽培におけるキンモクセイの根系構造に関する研究」

６．片山勝之・三浦憲蔵・皆川　望「施肥法の違いによるニンジンの根系分布」

７．久米貴志・矢野勝也・山内　章・飯島　盛雄・巽　二郎「異なるリン酸パッチサイズに対するダイス根の形態反応」

８．端場純子・山内　章・飯島盛雄・矢野勝也・巽　二郎「蛍光色素を用いた根系における水移動経路の推定」

９．田中佐知子・山内　章・飯島盛雄・矢野勝也・巽　二郎「根域内で局所分布する窒素に対するトウモロコシ根系の発育反応」

《第１２回根研究集会》

１９９９年１１月６日（土）

場所：滋賀県立大学環境科学部（滋賀県彦根市八坂町2500）

実行委員：長谷川博・泉泰弘

参加者数：約５０名

口頭発表：

１．長谷川博「イネにおけるイオン吸収関連突然変異体について」

２．一井眞比古*・河村裕行・武田　真「根毛量に関するイネ突然変異体の特性解析（予報）」

３．池田　亮・蓬原雄三・山口淳二「オーキシンとイネの根の形態形成-GASR1遺伝子・タンパク質の解析

４．吉田　敏「溶存酸素センサを用いた根の酸素吸収速度の計測」

５．森田茂紀1・阿部　淳・小林和彦・金　漢龍・岡田益己・中村浩史・Mark Lieffering「FACE条件下における登熟期の水稲の出液速度の推移」

６．中野明正･上原洋一･山内　章「有機養液土耕法の開発〜未熟有機液肥の潅水同時施用によるトマト生産」

７．内藤　整「塩分ストレスによるイネ根系の形態変化」

８．仁木輝緒「湛水処理によるエンドウ根根端柔組織細胞の崩壊」

９．岩間憲治「土壌孔隙構造の三次元化と孔隙構造の定量化」

ポスター発表：

１．菊地　直・山崎浩道・木嶋伸行・木村　武「施肥窒素反応性が異なるトマト品種の根形態および硝酸吸収速度の比較」

２．田中佐知子・山内　章・飯嶋盛雄・矢野勝也・巽　二郎「トウモロコシ根系の発育学的可塑性と窒素吸収

３．柴田玲子・矢野勝也「マメ科植物の難溶性リン酸利用能における菌根共生系の意義」

４．大橋善之「水稲の疎植減肥条件下での施肥法が登熟期の出液速度に及ぼす影響」

５．近藤始彦・阿部　淳・森田茂紀「深根性に関わるイネの形態的特質の品種間差異を多変量解析により検討する試み」

６．松尾喜義・西澤法聖・遠矢聡志・本間知夫・加藤忠司「土壌比抵抗の計測による茶樹根域の環境条件把握の試み」

７．本間和夫・森田茂紀・阿部　淳・山岸順子「トウモロコシの根系機能の指標としての生体電位と出液速度の比較」

８．森田茂紀・飯嶋盛「イネとトウモロコシにおける根冠細胞の脱落様相の比較」

９．池田敦夫，近藤貴宜，唐原一郎「塩分ストレスがトウモロコシ根のカスパリー線の発達に与える影響　─塩分ストレスによって内皮カスパリー線の発達はより根端に近い細胞で起こる─」

１０．梅宮善章・金原啓一・中村ゆり「画像解析法による根域制限ブドウ樹の根系計測」

特別講演：

　久馬一剛「土壌をどうとらえるか」

《第１３回根研究集会》

２０００年６月３日

場所：静岡県榛原郡金谷町　野菜・茶業試験場 合同講義室 

実行委員：松尾喜義・本間知夫

参加者数：約７０名

口頭発表 

１．佐藤　健・山内　章「作物根の老化に関する解析」

２． 中野明正・上原洋一・山内 章「有機養液土耕栽培におけるトマトの出液」

３．Theerthm P. Rao, Katsuya Yano, Morio Iijima, Akira Yamauchi and Jiro Tatsumi「Alterations in rhizosphere pH and nitrate uptake along the root axis of cowpea by shoot light condition」

４．岡本　尚・正木伸之「カキの木根電位（ＴＲＰ），道管圧，温度の日周変動と相関関係」

５．矢野勝也・新浜太郎・T.P.McGonigle「菌根菌種の多様性と不耕起土壌がトウモロコシの初期生育に及ぼす影響」

６．仁木輝緒・高橋三男「土壌モデル系での水分濃度と酸素濃度との関係」

７．今市涼子・加藤雅啓「カワゴケソウ科の同化根の比較解剖学」

８．鯨 幸夫・内浜 朗・吉村紘美・佐野智子・中島裕司・狩野　紫・冨澤佳代・畑中博英・橋本良一「 コシヒカリの不耕起移植栽培と湛水土中打ち込み点播栽培 −根系生育，溢泌液量および収量構成要素−」

９．鯨 幸夫・冨澤佳代・中島裕司・佐野智子・内浜 朗・吉村紘美・狩野　紫「有機栽培を行ったコシヒカリの根乾重階層構造および収量構成要素」

１０．村上充恭・大江真道「深水処理による水稲の根系構造の変化」

１１．飯嶋盛雄・Peter Barlow・Glyn Bengough「機械的ストレス条件下における根冠の構造と細胞生長速度」

１２．高橋秀幸・水野英俊・鎌田源司・藤井伸治・東谷篤志・相澤幸子・上垣内茂樹・向井千秋・嶋津　徹「微小重力下における根の水分屈性」

１３．谷本英一・曽我康一・若林和幸・神阪盛一郎・保尊隆享「イネ根の生長と細胞壁粘弾性に対する微小重力の影響 ---STS-95スペースシャトル実験の解析」

１４．加藤千尋・佐藤　忍「導管液中の緑化阻害活性に対する湿潤土壌の効果」

１５．園田　裕・池田亮・山口淳二「イネの根に特異的なアンモニウムトランスポーター遺伝子の機能解析」

１６．小田　篤・作田千代子・佐藤　忍「キュウリ根導管液タンパク質遺伝子XSP30の地上部器官依存的発現」

ポスター発表：

１．西尾康「根端の組織化学」

２．本間知夫・松尾喜義「キャパシタンス測定による根量の推測」

３．大沢裕樹・松本英明「コムギ根におけるアルミニウムシグナルの解析 −タンパク質リン酸化をともなうリンゴ酸放出の制御−」

４．黒羽　剛・佐藤　忍「カボチャ根導管液中に存在する不定根形成阻害物質」

５．辻　博之・増田欣也「 移植および直播したキャベツの根系分布」

６．後藤昇一「チャポット苗の定植後の初期生育と根系分布」

７．木村和彦・奥村弥琢「水稲根系発達に対する塩化アンモニウムと 硫酸アンモニウムの比較」

８．橋本　岳・切岩祥和・横田博実・大石　惇「Leptadenia pyrotechnicaの分離根培養系の確立と 高塩分・高pHストレスに対する応答」

９．松尾喜義・鈴木俊司「在来実生茶園の茶樹における木化根の特徴」

１０．山下正隆「茶樹根系調査用の動力式円筒打ち抜き装置の改良」

《第１４回根研究集会》

２０００年１１月２６日（日）

場所：名古屋国際会議場

実行委員：矢野勝也

参加者数：６０名

口頭発表：

１．久米貴志・矢野勝也「不均一にリンが分布した土壌におけるトウモロコシの生長-根系の可塑的な変化はどこまで適応的か？」

２．飯嶋盛雄・樋口俊文・Peter Barlow・Glyn Bengough「根冠は根が受ける土壌の抵抗を約40％減少させる」

３．森田茂紀・市丸和世・阿部淳・本間知夫・山岸順子「トウモロコシの根系機能の指標としての生体電位と出液速度の比較」

４．本間知夫・松本直也・森田茂紀・阿部淳「根量評価指標としての静電容量の検討」

５．吉田　敏「セル成型苗における移植直後の根の生育」

６．高橋信行・高橋秀幸「シロイヌナズナの根の水分屈性実験系」

７．仁木輝緒・高橋三男「湛水状態におけるエンドウ根の成長と酸素消費量の変化」

８．村松和人・山ノ下　卓・益守眞也「湿地およびその周辺に生育するフトモモ科樹種の湛水に対する反応」

ポスター発表：

１． Briones, Aurelio, Reichardt, Wolfgang, Okabe, Satoshi, Okuyama, Hidetoshi 「Ammonium oxidation in the rhizospheres of drought-tolerant rainfed lowland rice varieties: potential for microbial interventions to improve N-use efficiencies」

２．熊谷千冬「水稲乳苗移植栽培の本田生育と根系形成」

３．芝　宏子・大門弘幸「湛水条件下におけるSesbania属植物の根系発育」

４．杉山泰之・福田雅仁・梅宮善章・吉川公規・増田欣也・中村ゆり「画像解析法によるウンシュウミカン成木の根系計測」

５．小川敦史・三吉一光・川島長治「トウモロコシ幼植物体の地上部と根系におけるエイジングおよびストレス適応反応ついての，フローサイトメトリーを用いた細胞学的評価法の検討」

６．中野有加・岡野邦夫・渡邉慎一・巽二郎「トマトの養液栽培における湿気中根と水中根の形態の差異」

７．松尾喜義「茶樹木化根形態的特性の品種間差異における老齢茶樹と幼茶樹での対応関係について」

８．荒木英樹・森田茂紀・巽二郎・飯嶋盛雄「陸稲根における根冠の形態と走向角」

９．中野明正・上原洋一・山内章「有機養液土耕が土壌生物性に与える影響」

１０．坂田　勲「水稲幼植物を用いた耐転び型倒伏性早期検定の可能性」

１１．星　信幸・小柳敦史・本多一郎・和田道宏「根系分布が異なるコムギ２品種の幼植物の葉色に及ぼす地下水位の影響」

１２．林　弥智・谷本　英一「ヒママメレクチンによるイネの根の可逆的伸長阻害」

１３．関谷信人*・矢野勝也「導管水D解析による植物の水吸収特性評価の試み」

１４．佐藤健*・山内章・飯島盛雄・矢野勝也・巽二郎「サツマイモ根系形成のライフコースの解析」

１５．中西　史・大石理恵・下村講一郎」ラヴェンダーの青色色素の分泌に対する植物ホルモン，鉄の影響」

１６．中西　史・永澤　勇気・下村　講一郎「セイヨウアカネの根に存在するprimeverosidaseについて」

１７．梅田　高呂・谷本　英一「ジベレリンによるエンドウ根の細胞壁

１８．柴田玲子・矢野勝也「菌根共生系を介したキマメにおける難溶性リン酸の利用」

《第１５回根研究集会》

２００１年6月9日（土）

場所：独立行政法人　農業技術研究機構　野菜茶研究所　武豊野菜研究拠点

実行委員：中野明正・中野有加

参加者数：約５０名

口頭発表：

１．荒木英樹，飯嶋盛雄「陸稲における深層土壌のち密化にともなう水吸収能の低下」

２．仁木輝緒・高橋三男「低酸素濃度供給によるモデル土壌系の酸素濃度変化」

３．加藤純子・飯嶋盛雄「降雨による土壌環境の変化が作物根の伸長におよぼす影響」

４．阿部淳・中山昌洋・森田茂紀「トウモロコシ・イネの種子根の伸長と細胞長との関係(予報)」

５．朝倉草平・大門弘幸・上田英二「Sesbania rostrataにおける硝酸態窒素による根粒形成初期過程の阻害」

６．植竹裕三・唐原一郎「塩分ストレスがトウモロコシ種子根における内皮のカスパリー線の形態に与える影響」

７．坂部雄基，河合義隆，平塚伸，久松眞「ブドウの茎頂培養における不定根形成に及ぼす多糖類の影響」

８．岡本尚・正木伸之「樹木の根電位季節変化(ERG)と導管圧のそれとの動的相関」

９．渡邉慎一，中野有加，岡野邦夫「立体栽培スイカの果実肥大各時期における13C-光合成産物の根への分配」

１０．中野明正「有機肥料で栽培したトマトは何が違うのか？」

ミニシンポジウム：農業現場の根

１．齋藤龍司・山田和義・小澤智美・飯島章彦・出澤文武「レタス緑芯症の発生と対策」

２．内藤秀雄「トウモロコシ由来有機液肥（CSL）の根への影響（農家の反応その1）」

３．木村憲司「トウモロコシ由来有機液肥（CSL）の根への影響（農家の反応その2）」

４．小牧祐子「花き生産における根の問題」

ポスター発表：

１．市川里紗・矢野勝也・飯島盛雄・巽二郎・山内章「側根の根端ならびに維管束構造における異形性」

２．松尾喜義「３年生茶樹さし木苗における木化根の品種間差異(2)」

３．本間知夫「茶樹生体電位発生機構に関する考案」

４．正木伸之「樹木の根電位の季節変化(ERG)における落葉樹の特徴」

５．田中洋子・矢野勝也「菌根形成に伴うトウモロコシの土壌由来窒素利用能の向上

６．大橋善之・椋平智博・中島博道「夏季の水不足が丹波黒大豆の生育，収量及び根系に及ぼす影響〜現地調査の結果から」

７．小柳敦史「研究室-研究機関紹介　独立行政法人農業技術研究機構東北農業研究センター畑地利用部」

ワークショップ・シンポジウム

《第１回ＪＳＲＲシンポジウム》
１９９３年９月４日

場　　所：学士会分館

タイトル：Root Tropism and Growth Movement in Root System Formation

組織委員：阿部 淳，加藤 潔，波多野隆介，森田茂紀，中元朋実（委員長），小柳敦史，竹中 眞，山内 章

参加者数：３０名

話題提供：

１．Ｔakahashi,Ｈ.: A role of tropism in the formation of root system: hydrotropism and its interaction with gravitropism in roots

２．Ｃanny,Ｍ.Ｊ.: Ｃontributions of the surface structure and properties to the pattern of growth and the  consequent formation of roots

３．Ｈoson,Ｔ.: Ａutomorphogenesis of maize seedlings under simulated microgravity conditions

４．Ｔanimoto,Ｅ.: Ｒegulation of growth and cell-wall properties by gibberellin and ancymidol in Ｐisum sativum Ｌ. roots

５．Ｈirota,Ｈ.: Mechanism of circumnutation growth of roots in herbage grasses

６．Ｂarlow,Ｐ.Ｗ.: Ｒoot movements:towards an understanding of their cellular basis through computer simulation

７．Ｏyanagi,Ａ.: Ｇravitropic response, growth angle and vertical distribution of roots in wheat (Ｔriticum aestivum Ｌ.)

８．Ｎakamoto,Ｔ.: Ｐlagiogravitropism in maize roots

９．Ａbe,Ｊ. and Ｍorita,Ｓ.: Growth direction of nodal roots in rice its variation and contribution to root system formation

10．Ｕeno,Ｋ. and Ｓato,Ｔ.: Ｒoots morphology specific to bulu ecotype of rice at seedling stage

11．Ｋujira,Ｙ.: Ｅffects of semi-dwarf gene on root system in cereal crops

12．Iwama,Ｋ.: Varietal differences in root characteristics in potato plants (Solanum tuberosum)

《第２回ＪＳＲＲシンポジウム》
１９９４年５月２１〜２２日

場　　所：唐津市近代図書館

タイトル：植物根系の理想型

組織委員：阿部　淳，有馬　進，飯嶋盛雄，稲永　忍，小柳敦史，芝山秀次郎，田中　明，原田二郎（副委員長），森田茂紀，山内　章（委員長），山下研介

運営委員：有馬　進，内田　泰，芝山秀次郎，田久保　美彦，田中　明，原田二郎（委員長），平野宗宏

協　　賛：佐賀大学海浜台地生物生産研究センタ−

　　　　　佐賀大学農学部

後　　援：唐津市

参加者数：約１１０名

話題提供：

１．秋田重誠「作物の多収性と草型をめぐって」

２．田中典幸「作物における理想型根系（序説）」

３．苅住　昇「樹木の根系（根量と吸収構造）」

４．山下研介「果樹における理想的根系」

５．可知直毅「草本植物における最適な地上部／地下部比」

６．河野恭廣「理想的根系と土壌」

《第３回ＪＳＲＲシンポジウム》
１９９５年８月２２日

場　　所：福井県立大学

タイトル：Ideotype of Ｒoot Ｓystem in Ｒice

運営委員：阿部　淳，Ｃraig Ｂeyrouty，平沢 正，鯨 幸夫，Ｙoug-Ｗong Ｋwon，Ｌi Ｙizhen，森田茂紀(委員長)，山内 章(副委員長)

参加者数：約４０名

話題提供：

１．Ｊiro Ｈarada： Ｄevelopment of root system

２．Ｊin Ｃhul Ｓhin： Ｒoot-shoot relationship in rice

３．Ｃraig Ａ.Ｂeyrouty： Ｇrowth and distribution of irrigated lowland rice roots in the Ｕnited Ｓtates

４．Ｌen Ｊ.Ｗade：Ｒesearch on root system of rice at IRRI

《第４回ＪＳＲＲシンポジウム》
１９９７年 ９月１１日（木）・１２日（金）

場所：東京大学 本郷キャンパス 山上会館
タイトル：ROOT SYSTEM MANAGEMENT THAT LEADS TO MAXIMIZE RICE YIELDS

参加者数：約１００名
Session 1: RICE CULTIVATION IN PACIFIC-RIM AREAS

1. L. J. Wade: Introduction to diverse ecosystems of rice cultivation
2. P. Songmuang & D. Tawonmas: Rice cultivation in Thailand
3. Li Y.Z. and Huang Y. M.: Rice cultivation in China and the importance of root research

4. J.C. Shin: Rice cultivation in Korea - use of young seedlings etc.

5. C. Beyrouty, R.J. Norman & N.A Slaton: Rice cultivation in the United States
Session 2: DEVELOPMENT AND DYNAMICS OF ROOT SYSTEM IN RICE
1. S. Morita: Viewpoints for studying root system development in rice
2. C. A. Beyrouty, R.J. Norman, B.R. Wells, N.A. Slaton, B.C. Grigg, Y.H. Teo & E.E.: Gbur Distribution and dynamics of rice root system
3. J-C Shin: Root-shoot relationships and modeling
4. Y. Kujira: Genetic and environmental factors affecting on root morphology of rice
5. L. J. Wade: Genetic and environmental factors affecting root properties; Putative traits for (upland and) rainfed lowland rice improvement
Session 3: PLANT NUTRITION AND PHYSIOLOGY OF RICE ROOTS
1. C. Beyrouty, Y. H. Teo, J. Pulley & E.: Modeling nutrient uptake by paddy rice 

2. M. Yamauchi & D.V. Aragones: Root system and grain yield of rice with emphasis on F1 hybrids
3. T. Hirasawa: Root characteristics in the view of transpiration and photosysnthesis 

Session 4: IMPROVED RICE CULTIVATION SYSTEMS FOR HIGH/STABLE YIELDING AND THEIR EFFECTS ON ROOT SYSTEM
1. Li Y.Z. and Huang Y.M.: The characters of rice root in gleyed paddy toils and their improvement by ridge cultivation 

2. P. Songmuang, J. Abe & S. Morita: Application of rice straw compost to lowland rice and its effects on root morphology in Thai paddy fields
3. M. Kondo: Effects of nutrients management on roots and its possible contribution to stabilize growth and yield in upland rice
Poster Session:
1. A. Oyanagi, S. Tsuchida & H. Naganoma: Root system of direct seeded and transplanted Japanese high quality rice cultivar
2. Hunag Y.C., Li Y.Z. & Y.M. Huang: Studies on the relationship of root morphological development to grain yield for super high yielding hybrid rice (F1)
3. T.B. Moya, L.J. Wade & K.T. Ingram: Characterizing rice root growth dynamics: soil core sampling or the minirhizotron system?
4. B.K. Samson, L.J. Wade & M. Hasan: Effects of soil strength on root traits of rainfed lowland rice
5. T. Azhiri-Sigari, L. J. Wade & A. Yamauchi: Response of roots traits of rainfed lowland rice to drought and rewatering
6. A. Kamoshita, L.J. Wade, T. Azhiri-Sigari & A. Yamauchi: Genotypic variation in drought recovery among rice seedlings
《第５回ＪＳＲＲシンポジウム》
１９９９年５月２３日（日） 

場所：つくば文化会館アルス中央図書館内　アルスホール

オーガナイザー：大野智史

タイトル：「根の事典」出版・「つくば作物根セミナー」１００回合同記念シンポジウム

参加者数：６０名

話題提供：

１．阿江教治「難溶性土壌リンの作物による特異的溶解・吸収機構の解明に関する研究」

２．赤坂庸子「マメ科植物の毛状根と根の研究」

３．巽　二郎「境界領域としての根の研究」

４．山崎耕宇「揺籃期の根系研究」

《第６回ＪＳＲＲシンポジウム》
2000年１１月２５日（土）

場所：名古屋国際会議場

タイトル：根の形態形成，成長制御，物質吸収機能の研究最前線

オーガナイザー：谷本英一

参加者数：約７０名

話題提供：

１．阿部　淳「作物学的視点からみた根系形成と個根の発育」

２．松井啓祐「根の形態形成の分子遺伝学」

３．田坂昌生「側根形成の分子機構」

４．高橋秀幸「根の屈性と植物ホルモン」

５．谷本英一「根の細胞壁粘弾性と成長制御」

６．唐原一郎「カスパリー線の発達」

７．佐藤　忍「導管液タンパク質の産生と根における遺伝子発現」

８．山口淳二「植物の物質輸送と根における窒素源の取り込み」

《第４０回土壌物理研究会シンポジウム（根研究会共催）》
１９９８年　１０月

場所：東京大学農学部

タイトル：根と土壌

実行委員：長谷川周一・山内章

話題提供：

１．小柳敦史「土壌環境と根の発達

２．巽二郎「根系構造のとらえ方」

３．中西友子「中性子線による根−土壌系の水のイメージング」

４．岡本尚「根の電気生理研究法−ラボラトリーからフィールドへ−」

５．烏山光昭「茶の養分吸収効率改善」

《第１回ＪＳＲＲワークショップ》

１９９３年９月２日

場　　所：横浜国際平和会議場

タイトル：Ｍorphology and Ｆunction of Ｐlant Ｒoot Ｓystem

組織委員：山内　章

参加者数：約２０名

話題提供：

１．Iijima，Ｍ.：Ｒoot system development of cereal crops under compact soil conditions

２．Ｓhibusawa，Ｓ.：Ｍodeling the branching growth
《根の解剖学と生理学に関するワークショップ》
１９９７年　８月

場所：名古屋大学農学部

組織委員：森田茂紀

参加者数：約３０名

第１セッション　根の発育生理学

１．巽二郎「光合成固定炭素の根系における分配と利用」

２．谷本英一「根の成長の生理学」

３．飯嶋盛雄「根の伸長」

第２セッション　根の構造と水の経路

４．森田茂紀「根における維管束形成」

５．Alexander Lux「根における維管束の分化と成熟」

６．Alexander Lux「根における内皮の形成」

７．阿部淳「根における外皮の形成」

８．山内章「根における水の経路」

《ワークショップ「植物の根の組織構造から見た水の移送経路」》
１９９８年　４月（第２０５回日本作物学会講演会中）

場所：農林水産会議事務局筑波事務所

オーガナイザー：森田茂紀

参加者数：約８０名

話題提供：

１．Nakanishi, T. M., Furukawa, J. and Matsubayashi, M. 「Water kinetics in the vicinity of root through neutron beam」

２．山内章「植物の根系における水の吸収・通導経路」

３．Morita, S., Enstone D. E. and Peterson C. A.「Apoplastic pathway in plant roots examined with fluorescence microscopy」
４．唐原一郎「植物の根におけるカスパリー線の構造」

《根ワークショップ》
１９９９年　１１月

場所：農林水産省野菜・茶業試験場（静岡県金谷町）

実行委員：本間知夫

話題提供：

１．Alexander Lux「Preliminary Study of Tea Root Anatomy」

２．谷本英一「根の生長と細胞壁粘弾性変化−チャの根の場合」

３．森田茂紀「出液速度によるイネ科作物の根系機能の評価と環境応答」

４．阿部　淳「陸稲の耐乾性と根系構造 − 個根の形態的特性に着目した解析の試み」

５．中野明正「施設生産土壌におけるストレス緩和技術と根系の反応」

６．坂本有加「養液栽培における湿気中根の機能」

７．本間知夫「チャの根の電気的特性計測と環境応答」

８．大山直美「チャにおけるジベレリンの解析」

《ミニシンポジウム「根系機能の評価法について考える」》
２０００年　４月（第２０９回日本作物学会講演会中）

場所：東京大学大学院農学生命科学研究科

オーガナイザー：森田茂紀

話題提供：

１．井上直人「多収穫水田における根系機能の経時的変化の測定」

２．山口武視「水稲根の呼吸速度と茎基部からの出液速度との関係」

３．本間知夫「生体電位計測による根系機能の非破壊的評価の試みと問題点」


《ワークショップ「植物の根から食料生産・環境形成を考える」》
２００１年　８月

場所：東京大学大学院農学生命科学研究科

オーガナイザー：森田茂紀

《ミニシンポジウム「根圏生物と環境保全型作物生産—生産を制御する菌根菌・根粒菌・線虫」》
２００１年　３月（第２１１回日本作物学会講演会中）

オーガナイザー：大門弘幸・矢野勝也

話題提供：

１．矢野勝也「作物によるリンの獲得と菌根共生系の役割」

２．高橋　幹・有原丈二・中山則和「根粒超着生ダイズ系統の利用によるダイズと根粒菌の共生窒素固定のさらなる活用」

３．猪野　誠「対抗植物を利用したサツマイモネコブセンチュウ害の回避対策」

作物根コロキウム

（１）

１９９２年４月（第１９３回日本作物学会講演会中）

場所：千葉大学園芸学部

発起人：有馬　進・平沢　正・森田茂紀・中元朋実・小柳敦史

（２）

１９９２年１０月（第１９４回日本作物学会講演会中）

場所：九州東海大学農学部

発起人：有馬　進・平沢　正・森田茂紀・中元朋実・小柳敦史・阿部　淳

（３）

１９９３年４月（第１９５回日本作物学会講演会中）

場所：玉川大学

発起人：有馬　進・平沢　正・森田茂紀・中元朋実・阿部　淳・山内　章

話題提供者：鯨　幸夫・小柳敦史

（４）

１９９３年１０月（第１９６回日本作物学会講演会中）

場所：名古屋大学農学部

発起人：有馬　進・平沢　正・森田茂紀・中元朋実・小柳敦史・阿部　淳・山内　章

話題提供者：山下正隆

（５）

１９９４年4月（第１９７回日本作物学会講演会中）

場所：東京大学農学部

発起人：阿部　淳・有馬　進・岩間和人・小柳敦史・鯨　幸夫・巽　二郎・原田二郎・平沢　正・松浦朝奈・森田茂紀・山内　章

話題提供者：根本圭介

（６）

１９９４年８月（第１９８回日本作物学会講演会中）

場所：北海道大学農学部

話題：作物の根系に理想型は存在するのか

発起人：阿部　淳・有馬　進・岩間和人・小柳敦史・鯨　幸夫・巽　二郎・原田二郎・平沢　正・松浦朝奈・森田茂紀・山内　章

話題提供者：山口淳一・有原丈二・波多野隆介・平沢　正・原田二郎

（７）

１９９５年４月（第１９９回日本作物学会講演会中）

場所：日本大学

話題：イネ，ムギの根系形態と遺伝子の関係

発起人：有馬　進・平沢　正・森田茂紀・中元朋実・小柳敦史・阿部　淳・山内　章
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カレンダー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３３

公　　　示
２０００／０１年度研究会体制‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３５


根研究会会則‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３７


投稿規定‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３８


原稿作成要領‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３８


論文審査要領‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３９


名簿データ更新のお願い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４０


会告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４２

第９巻　第２号：２０００年６月

巻　　　頭
会員の皆様へ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４４

公　　　示
根研究会賞推薦のお願い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４５

総　　　説
陸稲の生産性と根研究


—主にIRRIにおける耐干性に関わる根研究についてー


　近藤始彦‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４７


天水田の旱魃と根系の遺伝的改良


　鴨下顕彦‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５７

原著論文
水稲の登熟期間における出液速度の品種間差異と地温の影響 


　大橋善之・静川幸明‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６１

技術ノート
強還元・低酸素濃度・低酸化還元電位水溶液の作成装置


—水稲の還元状態に対する反応を研究する試みー


　飯村敬二・笹原健夫‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６５

研　　　究
根圏における重金属汚染土壌の浄化


（Ｉ）ファイトレメディエーション


　稲葉尚子・竹中千里‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６９

報　　　告
第１３回作物根コロキウムに参加して


　荒木英樹‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７５


第１３回作物根コロキウム発表要旨‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７６


第１３回根研究集会に参加して


　吉田克志‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７８


第１３回根研究集会発表要旨‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７９

情　　　報
第１４回根研究集会・シンポジウムのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０８


訃報‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０９


カレンダー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１０

訂　　　正
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１３

会　　　告
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１３

第９巻　第３号：２０００年９月

巻　　頭
会員の皆様へ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１８

公　　示
根研究会賞‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２０

総　　説
我が国におけるチャの根の生育，根系形成に関する研究史（その１）


山下正隆‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２３

原著論文
ポット栽培したイネの登熟期におけるファイトマーの


数・大きさと根量の関係


　阿部　淳・森田茂紀・萩沢芳和‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３１

研　　究
根圏における重金属汚染土壌の浄化


（Ⅱ）バイオレメディエーションと菌根菌


　稲葉尚子・竹中千里‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３５


畦連続利用によるキュウリの生育及び根系について


　中島正明‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４５

報　　告
乾燥地草原の回復と砂漠化の制御シンポジウム（Symposium on 


Rehabilitation of Grassland and Contorol of Desertifiction in Dry Area)

に参加して


　林　弥智・谷本英一‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４９


“Third International Congress on Adventitious Root Formation”

に参加して


　犬飼義明‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５１


Third International Congress on Symbiosis（TICS）August 13-19, 


2000 in Philipps-Universitat in Marburg, Germany


　柴田玲子‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５２

情　　報
第１４回根研究集会・シンポジウムのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５３


カレンダー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５５

訂　　正　
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５８

会　　告　
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５９

第９巻　第４号：２０００年１２月

巻　　頭
会員の皆様へ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６０

総　　説
我が国におけるチャの根の生育，根系形成に関する研究史（その２）


　山下正隆‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６１

原著論文
トウモロコシ根系が発揮する可塑性の窒素獲得における意義


　田中佐知子・山内　章・矢野勝也・飯嶋盛雄・巽　二郎‥‥‥‥‥１６７

研　　究
キュウリ導管液タンパク質の根における産生と全身的輸送


　作田千代子・佐藤　忍‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７３

報　　告
作物根コロキウム〜茶樹根系


—茶の持続的生産をめざしてその制御を考える


　山下正隆‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７７


第１４回作物根コロキウムに参加して


　関谷信人‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７８


第１４回作物根コロキウム講演要旨‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７９


第６回根研究会シンポジウムに参加して


　林　弥智‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１８１


第６回根研究会シンポジウム講演要旨‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１８２


根研究会シンポジウム・根研究集会に参加して


　松本直也‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９２


第１４回根研究集会発表要旨‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９３


２０００年度根研究会賞受賞講演要旨‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２２０

情　　報
第６回国際根研究学会シンポジウムのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２２８


求人（ポスドク）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２３０


カレンダー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２３１


根の研究９巻総目次‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２３３

第１０巻　第１号：２００１年３月

巻　　頭
会員の皆様へ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

総　　説
ミニライゾトロン法による樹木細根の純生産性に関する研究


　里村多香美・中根周歩・堀越孝雄‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３

技術ノート
水田における根量の測定と評価ﾑ円筒モノリス法


　森田茂紀・阿部　淳‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３

研　　究
トマトの根におけるカルシウムイオン吸収の水吸収および


呼吸への依存性


　荒木卓哉・吉田　敏・北野雅治‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９


外生菌根菌の群集構造


　松田陽介‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５

報　　告
つくば作物根セミナー最近の話題


　小柳敦史‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３０


電子図書館サービスおよびオンラインジャーナル編集出版


システム説明会への出席


　大門弘幸‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３１

情　　報
第１５回根研究集会・2001年度総会のお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３２


連載 ｢植物の根に関する諸問題｣ の紹介‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３５


新しい根系調査法のテキストRoot Methods - A Handbook ‥‥‥‥‥３８


カレンダー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３９

会　　　告
根研究会会則　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４１


根研究集会の開催に関するガイドライン　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４２


投稿規定　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４３


原稿作成要領　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４３


論文審査要領　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４４


名簿データ更新のお願い　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４５

第１０巻　第２号：２００１年６月

巻　　頭
会員の皆様へ　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４８

公　　示
会長選挙について・２００１年度根研究会賞推薦のお願い‥‥‥‥‥‥４９

研　　究
カユプテの湛水耐性


　山ノ下卓・益守眞成　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５１


施設野菜生産における根へのストレス緩和技術


　中野明正・上原洋一・山内　章　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５９

報　　告
根研究集会に参加して


　坂部雄基　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６４


第１５回根研究集会発表要旨　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６５

情　　報
パラグアイ南東部における不耕起ダイズ栽培の根系改善の試み


　辻　博之　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８５


カレンダー　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８８

会　　告
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９０

第１０巻　第３号：２００１年９月

巻　　頭
会員の皆様へ　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９４

公　　示
会長選挙について　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９５


２００１年度根研究会賞　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９５

総　　説
イモ類作物の地下貯蔵器官におけるアミロプラストに関する

形態学的研究


　川崎通夫・松田智明　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９９

報　　告
土壌動物を観察する夏の学校—開催報告—

　小柳敦史　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０９


土壌動物の世界を垣間見て


　市川里紗　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１１


第３回国際菌根会議（ICOM3）参加記


　江沢辰広　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１２

情　　報
第６回国際根研究学会シンポジウム開催のお知らせ　‥‥‥‥‥‥‥１１４


第６回国際根研究学会シンポジウム プログラム　 ‥‥‥‥‥‥‥‥１１６


新刊会員割引情報　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１９


書評　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２２


カレンダー　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２３

会　　告
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２５

第１０巻　第４号：２００１年１２月

巻　　頭
会員の皆様へ　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２６

総　　説
根の生育環境としてのミミズ


　中村好男　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２７

原著論文
ピーナッツ（Arachis hypogaea L.）の側根基部に発生する


ロゼット型根毛の構造


　上田英二　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３５

報　　告
土壌の多様性—土壌動物の住みかとしてー（「土壌動物を観察する


夏の学校」講義ノート）


　山田一郎　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３８


第６回国際根研究学会シンポジウム報告　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４２
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